
１ 事業の目的・必要性

斑鳩町消防団

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名

【目的】規律や防火マナー等を身につける消防防災教育を行い、将
来の地域防災の担い手となる人材育成を目的とする。
【必要性】火災や災害時に備え、防火と防災への関心を高めてもら
い、発災、被災のリスクを最小限に抑える必要がある。また、消防
団を認知し、興味関心を持ってもらうことで、将来的な団員減少を
防ぐ。

事業名 児童防災リーダー夏休み学習会事業

２ 事業内容

４ 目標達成状況

指標 単位 当初目標 実績値 備考

学習会
参加者

人数 ３０人 ３０人 保護者含む

実施校数 学校数 ３校 ３校

学習会 回数 １回 １回

検討会・
打ち合わせ

回数 ５回 ７回

３ 事業成果

消防団の消防・防災に対する指導力の向上だけではなく、火
災や災害時に備え、小学校の児童への消防・防災に対する意
識を高めてもらうことで、今後の発災、被災のリスクを最小限
に抑えることに結び付けることができたと考える。

通常の小学生に対する消防・防災訓練は、授業等における
座学が主であり実践を伴わないものが多い中、消火・放水訓
練やロープワーク等を実践してもらうことで、消防・防災に対す
る知識と意識を深めることができたと考える。

また、普段、接することのない消防団員との交流を持ち活動
を知ってもらうことで、消防団を認知し、興味関心を持ってもら
い、次世代の消防団員の確保につなげることができたと考える。

５ その他参考情報

奈良県 斑鳩町自治体名

令和5年8月5日（土）児童防災リーダー夏休み学習会を実施。
町内小学校の児童10名（男子8名・女子2名）の参加と、その保
護者等約20名の参加（見学）があり、消防団員等の指導の下、
①礼式訓練、②ロープワーク訓練、③消火・放水訓練をそれぞれ約
50分間のローテーションにより行った。
また、①礼式訓練の時には、酸素ボンベを背負う体験、③消火・
放水体験の時には、消防車の説明や見学を行った。さらに、災害用
備蓄品であるアルファ化米の調理の見学を行った。
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